メンテナンス情報：補強土（テールアルメ）壁工法設計システム（GEO-RE2004）
	バージョン
	修正年月日
	No
	コメント
	対応

	3.04.00
	2014/11/12
	94
	プログラムのインストーラを変更。
	済

	3.03.12
	2013/01/28
	93
	設計計算書出力において、表がページをまたがる場合、出力条件によりエラーが起きる現象を修正を行った。
	済

	3.03.11
	2012/02/21
	92
	転倒に対する検討において、つま先周りのモーメントの単位を修正
	済

	3.03.10
	2010/08/02
	91
	機能のバージョンアップ。

・鉛直外力を考慮できる機能の追加

・許容支持力度の算出の直下と対策工ごとに設定できるように変更
	済

	
	2010/06/01
	90
	読込んだ直後のデータで円弧滑り計算を行った場合に、「γ＞γ’」のエラーメッセージが出る不具合を修正。
	済

	
	2010/04/28
	89
	プロテクト機能のバージョンアップ
	済

	
	2009/12/21
	88
	設計計算書の設計条件の部材において、ストリップ等のセルの結合部がページをま

たぐ場合、表の形式が崩れる場合があったので修正を行った。
	済

	
	2009/12/10
	87
	外的安定の格段照査検討時に、断面の形状によって壁面摩擦角が正しく算出されない場合があるので修正を行った。
	済

	3.03.09
	2009/09/18
	86
	上載盛土座標を変更しても、内的格段照査の一段目の値が変更されない不具合を修正。
	済

	3.03.08
	2009/09/18
	85
	上載盛土座標を変更しても、内的格段照査の一段目の値が変更されない不具合を修正。
	済

	3.03.07
	2009/06/18
	84
	設計計算書の「設計条件－部材」の表において、ページの境界とセルの結合が重なる場合に、エラーが起きてしまう。セルの結合をやめ、線を非表示にするよう修正を行った。
	済

	3.03.06
	2009/05/25
	83
	外的安定検討において、データを更新した際、使用してない値は０になるように修正。（外的安定の格段照査で残しておいた値が表示されてしまう為）
	済

	3.03.05
	2009/04/09
	82
	内的格段照査においてストリップ長を調整して，一度閉じたあと、再度開くと，ストリップ長が調整前のものに戻ってしまう。
	済

	
	
	81
	以前のバージョンで作成したファイルを開くと，格段照査における笠コン調整高（H4）が，Hmax(元となる断面)のH4に揃えられてしまう。
	済

	3.03.04
	2009/03/11
	80
	内的格段照査のスクロールバーの表示修正。
	済

	
	
	79
	外的格段照査の盛土直下の対策工の支持力の結果が正しく計算・表示されていないため、修正を行った。
	済

	3.03.03
	2009/02/13
	78
	円弧すべり計算において、「層が交差しています」とのエラーメッセージにより検討できない場合がある。層の交差判定の修正を行った。
	済

	
	
	77
	設計計算書出力時、表の作成においてページをまたがってセルの結合をした場合、エラーが発生してしまう。エラーが発生した場合、結合せず次の処理に行くように修正。
	済

	
	
	76
	No68の修正

壁高を高くなるように形状を変更した場合、格段照査の追加断面に対して、初期値計算を行うように修正。
	済

	3.03.02
	2009/01/05
	75
	設計計算書の内的安定の活荷重の合計（表）の表記修正
	済

	
	
	74
	設計計算書の設計条件の基礎地盤の許容支持力度の表記修正
	済

	
	
	73
	設計計算書の設計条件の水位線の表記修正
	済

	
	
	72
	内部安定の補強材を変更すると、補強長が初期化されていたので修正を行った。
	済

	3.03.01
	2008/12/09
	71
	上載盛土の荷重加算高さH3の算出方法・計算書表記の修正
	済

	3.03.00
	2008/11/27
	70
	水位以下の置換基礎の許容値に水中単位重量が適用されるよう修正
	済

	
	
	69
	許容支持力度の選択バリエーションの追加

対策工毎に許容支持力度を選択できるように修正
	済

	
	
	68
	設計条件を変更すると、格段照査の入力値が初期値変更されていたが、変更されないように修正
	済

	
	
	67
	格段照査の入力画面を拡大
	済

	
	
	66
	主断面に上載盛土を入力しない状態で、格段照査項で上載盛土を載荷しても計算に反映されていないので、反映されるよう修正
	済

	
	
	65
	格段照査において追加した土羽が表記されていないので、表記されるよう修正
	済

	
	
	64
	補強材種別の選択機能の追加
	済

	3.02.07
	2008/05/29
	63
	外的安定の試行くさびの直線すべりにおいて、「１直線すべり」選択時に、裏込土の粘着力が、「２直線すべりのくさびと地山の境界条件」の粘着力を使用するケースがあったので、修正をおこなった。
	済

	3.02.06
	2008/02/20
	62
	設計計算書の内的安定検討におけるストリップ長の主働領域長（地震時）の表示にあやまりがあった。常時を地震時に修正
	済

	3.02.05
	2008/02/05
	61
	テールアルメの内部安定計算で使用する水位線が，笠コン天端高さまで入力可能であるはずなのにもかかわらず，入力可能な断面と，エラー表示が出る断面があることです。
	済

	
	
	60
	円弧すべりに関しまして，バグと思われる現象がありましたので報告させて頂きます。添付ファイル円弧すべりです。まず，常時だけ回すとOUTになり，地震時を回してから再度常時を回すとO.Kになる。常時のOUTの状況でワードに出力すると，結果はO.Kとなっている。

補強盛土が２層あり，水位がある場合，円弧すべりの補強材位置上下の補強盛土のγγ，γ’，ｃ，φが正しくセットされない不具合箇所があった。
	済

	3.02.04
	2007/06/12
	59
	内的安検討において、水平間隔を変更した場合の計算結果の表示に誤りがあった。設計計算書の出力に関しては、値の誤りは無かった。画面の計算結果の表示を変更。
	済

	3.02.03
	2007/05/22
	58
	円弧すべり計算の計算部において、誤差の範囲を「0.000001」→「0.0001」に変更。
	済

	3.02.02
	2007/03/09
	57
	円弧すべり計算の層の断面分割において、誤差の範囲を「0.000001」→「0.00001」に変更。
	済

	3.02.01
	2007/02/07
	56
	各段照査での設計外力を大きくした場合，ワード打出しにおける外力の桁が，入力値と異なってしまう。表示文字数を6文字から7文字に変更した。
	済

	
	2006/07/14
	55
	「指定した単位に数値を丸める」サブルーチンにおいて「指定された単位で切り捨てる。」部分を変更した。
	済

	3.02.00
	2006/07/05
	54
	「3.8部材の応力度の照査　(2)地震時」において表記が「常時」となっているが正しくは「地震時」
	済

	
	
	53
	過去検討したファイルを再度開き，再計算すると，入力したDf'（基礎直下の部分）がデフォルトに戻ってしまう。また基礎面直下検討時のＤｆ’のデフォルト値を0.000に変更したい。
	済

	
	
	52
	現状，コンクリートの水中単位体積重量は，コンクリートの単位体積重量から9[kN/m3]引いた値となっているが，10[kN/m3]に変更したい。
	済

	
	
	51
	hｗ≧ｈとなる場合，ｈｗ＝ｈとするが，なっていない。
	済

	
	
	50
	水位を入力した各段照査で「2.5.2　各壁高構造細目一覧」で、HwfとHwrが出力されない。
	済

	
	
	49
	地盤反力度の検討結果で最小側の地盤反力度を出力させてください。（置換えコンクリートを検討する場合に設計条件として必要であるため。）
	済

	
	
	48
	内部安定計算項において、中段部に上下水平間隔と整合が取れない間隔が出る。（全段0.75mピッチで可能にも関わらず、中段付近に1本だけ0.50mピッチで表記される。）おそらく計算長が5.000mとなったときにその症状が出ると考えられますが、詳細は不明です。
	済

	
	
	47
	円弧すべり計算後に最下段ストリップ長を変更した場合に、ポイント法の計算位置（かかと側）が自動変更しない。
	済

	
	
	46
	荷重図作画の不具合箇所の修正。
	済

	
	
	45
	補強時の円弧すべり計算を行う際に，円弧すべりの画面を開いてキャンセルをし，再度円弧すべりの画面を開くと常時を選択すると，地震時と表記され，地震時を選択すると常時と表記される場合があります。また，画面上の表記は常時になっているのに計算は地震時の計算をしているようなところもあります。
	済

	
	
	44
	設計計算書の外的安定の検討の仮想的な擁壁の背面に作用する土圧力において「すべり線と水平面のなす角度ω」の表示を小数点以下３桁から小数点以下１桁に変更した。（有効数字が小数点以下１桁のため）
	済

	
	
	43
	「不正なプロパティ配列インデックスです。」のエラーが出てプログラムが無反応になる。
	済

	
	
	42
	データの保存について：設計計算後，データを保存せずにプログラムを閉じようとすると，「ファイルに保管しますか」とメッセージが出た後，「はい」を選択後，「保存」ボタンと「キャンセル」ボタンが出てきて，「キャンセル」ボタンを押すと，そのままGEO-RE2004が終了してしまう。※本来ならばキャンセルボタンを押すと，GEO-RE2004は終了せず，閉じようとするときの画面になるはずです。
	済

	
	
	41
	新規入力で入力を進めると【部材】画面のストリップ規格が空白になってしまっている。※過去の入力データを読み込むと問題なし。
	済

	
	
	40
	「滑動・転倒・支持力（盛土直下）に対する検討」の根入れ地盤(Ｄf)の入力項目脇に表示されている「Ｄf=0.000m」の用途が不明。

Ｄf及びＤf’を入力しても表示は変わらない。
	入力された基礎地盤の座標より計算された壁面材前面の根入れ長（Ｄf）です。参考のため表示しています。

	
	
	39
	鉛直壁面材の「その他」の仕様変更

①壁面材の幅（Ｂp）は任意入力とする。②水平間隔（ΔＢi）はＢpを２以上の整数で割った値。但し，ΔＢi≧0.2m。
	済

	
	
	38
	内的各段照査の入力でストリップのｎ本ではなく，水平間隔ΔＢiを入力する。
	済

	
	
	37
	許容支持力算出を「盛土直下」と「壁面直下」に分ける。
	済

	
	
	36
	支持力係数の寸法効果を「考慮する」「考慮しない」で選択する。
	済

	
	
	35
	根入れ効果に対する割増し係数（κ）算出用の根入れ深さ（Ｄf’）を入力する。旧バージョンの入力データファイルを開いた場合，ＤfとＤf’の値は同じとし，旧バージョンとの整合をとる。
	済

	
	
	34
	Ｄf’およびκの説明をヘルプに入れる。
	済

	
	
	33
	設計計算書の支持力検討の少数点以下の桁数を合わせる（小数点以下３桁）。
	済

	
	
	32
	設計計算書の極限支持力度算出において荷重傾斜（tanθ）の値を表示する。
	済

	
	
	31
	設計計算書の極限支持力度算出において単位体積重量の単位の修正（kN/m3）。
	済

	
	
	30
	円弧すべり検討の出力全解除ボタンを追加する。
	済

	
	
	29
	「新規作成」ファイルの前回使用ファイルへの上書き保存を禁止する。
	済

	
	
	28
	設計計算書－基礎フーチングの安定検討－土圧力の算出－作用位置のｙ2の計算式の表示においてｈwがｈになっていた。
	済

	
	
	27
	入力していない集中荷重が発生するデータがあった。
	済

	
	
	26
	Word2003において図の貼付箇所の修正
	済

	
	
	25
	ワード出力時「目次」をチェックするとともに、ページ表示位置を"表示なし"とすると、ワード変換時の目次作成の際にエラーが発生します。
	済

	3.01.00
	2004/12/16
	24
	水位を考慮した架台検討において、ｐ.4とｐ.7の合力作用位置の一覧の躯体重量が“0.000”表記になっています。（計算内容は問題ないと思われます）
	済

	
	
	23
	補強土盛土を２層にした場合で、フーチングの検討を行う場合の、補強土の単位体積重量の値の根拠が必要。
	済

	
	
	22
	ﾜｰﾄﾞ出力修正：摩擦係数・ストリップ長の「構造細目Ｌmin(m)」の表記「ー」が「-1」とエラー出力
	済

	
	
	21
	ﾜｰﾄﾞ出力修正：4.9.1盛土直下の地盤反力度の「Nae」の説明前のスペースを詰める。
	済

	
	
	20
	各段照査検討において、「形状・上載盛土・載荷重」のシート選択時に、「最小種類・max断面同一」を押すと基のシートに戻るが、「各壁高毎」を押すと「水平間隔・実行長」へ移行する。（使用時に混乱。また再度「水平間隔・実行長」を選択すると都度計算し、時間がかかる。途中で「計算中・・・」も消えてしまう）「水平間隔・実行長」シートを選択するまでは、検討手法ボタンはアクティブにしない。そして「水平間隔・実行長」を選択したとき、初期はブランク画面とし、設計者が検討手法を押して初めて計算実行するのが望ましい。
	済

	
	
	19
	【くさび線の設定について】
上載盛土より上に、現況地山がある場合。くさび線が最上載盛土天端でとまる。補強土を斜面に設ける場合で特に地震時影響が大きくなる。
	当初よりの仕様

	
	
	18
	【架台：水位をフーチング天端設定時の、土圧の算出不具合】
土圧の算出で　Ｐ2 ＝（ｐw＋ｐ2）･ｈw/2　と算式がなっているが、手計算をするとＰ2 ＝（ｐw＋ｐw）･ｈw/2  となっている。
	済

	
	
	17
	フーチングの支持力安全率を別途入力項目とする。デフォルトはＦsa=3.0（常時）,2.0（地震時）
	済

	
	
	16
	架台計算に水位をいれた場合、合力集計表の①～⑦の項目が断面モデルと違う。
	済

	
	
	15
	架台計算の中で、水位面での土圧の計算が異なっている。
	済

	
	
	14
	路肩のときに防護柵基礎を上載盛土座標で入力すると、架台計算の中で防護柵高さが反映されていない用です。
	済

	
	
	13
	路肩のときに防護柵基礎を上載盛土座標で入力すると上載盛土荷重をかさコン天端までしか見ない。
	済

	
	
	12
	架台検討時の水位設定を常時・地震時の2種類へ変更願います。
	済

	
	
	11
	鉛直外力・水平外力を設定した場合のワードへの標記を「設計条件」に追加。
	済

	
	
	10
	転倒の検討で7ページの一覧では、常時が×になっているのに、15ページ(朱文字部)では、O.Kの判定になっています。
	済

	
	
	9
	3.1.4主働領域の決定において、図が切れてしまっている
	済

	
	
	8
	盛土材料分割時の高さ表示について，検討図（1.1.（１））に分割高さを図示するとともに、3.3.2(1)および(2)のγｌに盛土層厚を記載願います。
	済

	
	
	7
	出力において、盛土材を分割した際の標記が消えている。設計条件１．１（１）計画テールアルメ形状図
	済

	
	
	6
	設計水平震度入力時、「画面縮」ボタンを押すと小さくなりすぎる
	済

	
	
	5
	各段照査においてストリップ種類を変更しても計算長が変わらない。
	済

	
	
	4
	内的安定検討において、ストリップ種類を変更しても、ストリップLに反映されない。
	済

	
	
	3
	円弧すべり検討中、ストリップ長を変更すると、「初期値ボタン」を押していないのに計算条件がデフォルトに戻ってしまう。サンプルではポイントを4点指示したが、デフォルトの2点に戻ってしまった。
	済

	
	
	2
	3.6.4最小ストリップ長「ｉ段目の設置位置の常時の・・・」⇒「ｉ段目の設置位置における常時の・・・」に変更
	済

	
	
	1
	盛土材料を分割した際、円弧すべり検討時の仮想粘着力の値がおかしい。
	済

	3.00.00
	2004/3/18
	0
	オリジナル・プログラムをリリース
	


